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水巻町猪熊八丁目 1004番 1（町営住宅跡地）の利活用にかかる 

諸条件の設定手法に関するサウンディング型市場調査の結果概要 

 

水巻町猪熊八丁目 1004番 1（町営住宅跡地）の利活用にかかるサウンディング型市場調

査を次のとおり実施したので公表します。 

 

1. 調査目的 

当該町有地は、過去に入札を計２回行いましたが、売却に至らなかった物件です。そこ

で、当該町有地の利活用について、市場の意向や民間事業者が参加しやすい諸条件の設

定にかかるアイデア等を募集したいと考え、本調査を実施しました。 

2. 実施概要 

（１） 募集期間   令和 6年 11月～令和 7年 1月 

（２） 参加事業者  3事業者 

（３） 個別対話   令和 7年 2月 

（４） 主な意見・提案 

・開発・造成による戸建分譲地としての利活用が最適と考える。 

・現地は比較的地盤が良く、現状のままで開発工事は行いやすい状態である。 

・地理的に北九州市のベットタウンとなってはいるが、八幡西区や若松区に住宅地供給が多

くある場合は優先度が下がる状況であった。現在は同エリアでの大規模な宅地開発が落ち

着いており、北九州市へのアクセスが良好な本件土地はその受け皿として期待される。 

・北九州市側にて半導体関連の事業誘致方針が公表されており、その事業効果による周辺

エリアでの住宅ニーズの高まりを、期待を持って注視している。 

・本件の事業化によって、地域活性化につながるようなまちづくりを、町も事業者も行って

いくことが求められると考えている。 

・本件のように一定程度以上の面積の公有地を取得して開発を実施する場合、所定の手続

きやそれに要する期間が必要となるので、事業は早めに実施してもらった方がよい。 

・昨今の情勢により開発造成費や建築費等さまざまなコストが上昇する一方なので、その辺

りは行政側も考慮していただきたい。 

3. 今後の対応 

いただいた意見を参考に、諸条件について整理・検討を行い、令和 7 年度の事業実施

に向けて進めてまいります。 


